
新しい地方経済・生活環境創生交付金の活用状況について 

（デジタル実装型・地域防災緊急整備型・第２世代交付金） 

 

まち・ひと・しごと創生交付金 一覧 

 

１ 地方創生推進交付金 
№ 事業名 事業期間 

１ 官民協働・地域間連携による住民主体の地域づくり推進事業 平成 29 年度～令和２年度

２ 
やまがたの未来を担う元気な農林業人材（ひと）づくり 

プロジェクト【横展開】 
令和３年度～令和５年度 

３ 
他産業と連携した水産業の新たなバリューチェーン等の 

構築による漁村と内水面漁業地域の創生事業【横展開】 
令和３年度～令和５年度 

 

２ 地方創生拠点整備交付金 
№ 事業名 事業期間 

１ 地方創生型若者向け定住・移住モデル事業 令和元年度～令和５年度 

 

３ デジタル田園都市国家構想交付金 地方創生拠点整備タイプ 
№ 事業名 事業期間 

１ 
東北農林専門職大学生等の民間アパートへのUIJターン入居を 

きっかけとした移住 就農者確保及び地域社会の維持対策事業 
令和４年度～令和９年度 

２ 
産学官民の連携による若者転入促進と地域住民との交流に 

よる移住定住プロジェクト事業 
令和５年度～令和 10 年度

３ 
転入若者と地域住民との相互交流の活性化による若者の移住

定住促進事業 
令和６年度～令和 11 年度

 

４ デジタル田園都市国家構想交付金 デジタル実装タイプ 
№ 事業名 事業期間 

１ スマート窓口システム導入事業 令和５年度～令和７年度 

２ 積雪深モニタリングシステム導入事業 令和５年度～令和７年度 

３ デマンド型乗合タクシー予約システム導入事業 令和５年度～令和７年度 

４ 公開型 GIS 導入事業 令和６年度～令和８年度 

５ キャッシュレス決済システム導入事業 令和６年度～令和８年度 

６ 雨量モニタリングシステム導入事業 令和６年度～令和８年度 

７ 道路台帳管理システム導入事業 令和６年度～令和８年度 

 

５ 新しい地方経済・生活環境創生交付金 地域防災緊急整備型 
№ 事業名 事業期間 

１ 舟形町防災力向上事業 令和６年度～令和９年度 

 

 

 

 

資料５



 

 

３-１ 東北農林専門職大学生等の民間アパートへの UIJ ターン入居をきっかけとした移住就農

者確保及び地域社会の維持対策事業 

事業内容 

東北農林専⾨職⼤学⺠間アパートの誘致 
・学⽣向け⺠間アパート ⽊造２階建１K１棟 10 ⼾ 
・教員向け⺠間アパート ⽊造２階建１LDK１棟８⼾ 
・令和６年４⽉に新庄市に開学した⼭形県⽴東北農林専⾨職⼤学の学⽣を本
町に受け⼊れる事業である。地域住⺠等と交流しながら、定住及び若者によ
るまちづくりの拡⼤に向けた総合プロジェクト事業の⼀環である。 

事業費 ・学⽣向け 補助額 42,000,000 円（うち交付⾦ 21,000,000 円） 
・職員向け 補助額 14,400,000 円（うち交付⾦ 7,200,000 円） 
・造成⼯事 ⼯事請負費 19,987,000 円（うち交付⾦ 5,640,000 円） 

テーマ 【地⽅への⼈の流れ】移住促進・地⽅創⽣⼈材の確保・育成等の⼈材分野 
事業期間 令和４年度〜令和９年度 

KPI 

・移住者数の増加 
⽬標値：令和 7 年度     1 ⼈ → 令和 7 年度末⾒込み 10 ⼈ 

令和６年度    15 ⼈ → 令和６年度 18 ⼈ 
・新規就農者数の増加 

⽬標値：令和 7 年度     1 ⼈ → 令和 7 年度末⾒込み 0 ⼈ 
令和６年度     ０⼈ → 令和６年度２⼈ 

・農業法⼈の増加 
⽬標値：令和 7 年度   ０法⼈ → 令和 7 年度末⾒込み 1 法⼈ 

令和６年度   ０法⼈ → 令和６年度 1 法⼈ 
・野菜販売額の増 

⽬標値：令和 7 年度 10,000 千円 → 令和 7 年度末⾒込み 25,739 千円 
令和６年度 4,209 千円 → 令和６年度 46,682 千円 

事業効果 
学⽣第１号棟アパート及び教職員アパートともに満室状況で、２〜４号棟の
増棟につながり、若者等の転⼊拡⼤につながっている。 

 

 
 
 
 
 
 
 



３－２ 

（１）産学官民の連携による若者転入促進と地域住民との交流による移住定住プロジェクト事業 

事業内容 

東北農林専⾨職⼤学⺠間アパート(学⽣向け第２号棟)の誘致 
・学⽣向け⺠間アパート ⽊造２階建１K１棟 10 ⼾ 
・⼭形県⽴東北農林専⾨職⼤学の第２期⽣を本町に受け⼊れる事業である。
地域住⺠等と交流しながら、定住及び若者によるまちづくりの拡⼤に向けた
総合プロジェクト事業の⼀環である。 

事業費 ・学⽣向け 補助額 42,000,000 円（うち交付⾦ 21,000,000 円） 
・造成⼯事 ⼯事請負費 10,500,000 円（うち交付⾦ 5,250,000 円） 

テーマ 【地⽅への⼈の流れ】移住促進・地⽅創⽣⼈材の確保・育成等の⼈材分野 
事業期間 令和 5 年度〜令和 10 年度 

KPI 

・移住者数の増加 
⽬標値：令和 7 年度 10 ⼈  → 令和 7 年度末⾒込み 10 ⼈ 

・新規就農者数の増加 
⽬標値：令和 7 年度 1 ⼈   → 令和 7 年度末⾒込み 0 ⼈ 

・農業法⼈の増加 
⽬標値：令和 7 年度 ０法⼈ → 令和 7 年度末⾒込み 1 法⼈ 

・交流施設における交流者数 
⽬標値：令和 7 年度 120 ⼈→ 令和 7 年度末⾒込み 1,156 ⼈ 

事業効果 
学⽣第 2 号棟アパートは満室状況で、3〜４号棟の増棟につながっているほ
か、交流施設における地域住⺠との交流も計画以上に活発に⾏われている。

 

３－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４－１ 

スマート窓口システム導入事業 

事業内容 
住⺠異動⼿続や証明書発⾏⼿続をシステム端末で電⼦的に受け付ける「書か
ないスマート窓⼝」を構築する。 

事業費 R5 12,299,760 円（うち交付⾦ 6,149,880 円） 
事業期間 令和 5 年度〜令和 7 年度 

KPI 

・スマート窓⼝を利⽤した申請件数 
⽬標値：令和 7 年度 3,600 件     → 令和７年度 測定中 

令和６年度 3,500 件 
令和 5 年度 450 件 

・利⽤者の満⾜度 
⽬標値：令和 7 年度 4.0 ポイント → 令和７年度 測定中 

令和６年度 3.5 ポイント 
令和 5 年度 3.0 ポイント 

・来庁者の滞在時間 
⽬標値：令和 7 年度 20 分       → 令和７年度 測定中 

令和６年度 25 分 
令和 5 年度 30 分 

事業効果 
住⺠係窓⼝に設置したタブレット端末で職員が直接聞き取りを⾏いながら
⼿続きができるようになり、住⺠が何度も書類を書くことが無い「書かない
窓⼝」や「待たない窓⼝」の環境が整備された。 

 

４－２ 
積雪深モニタリングシステム導入事業 

事業内容 
町内４箇所に積雪深を計測するセンサーを設置し、そのデータをリアルタイ
ムで確認できるシステムを構築する。 

事業費 R5 19,657,000 円（うち交付⾦ 9,828,500 円） 
事業期間 令和 5 年度〜令和 7 年度 

KPI 

・⽬視による積雪観測・計測をした⼈員累計数 
⽬標値：令和 7 年度 100 ⼈      →  令和７年度 測定中 

令和６年度 200 ⼈ 
令和 5 年度 250 ⼈ 

・積雪深モニタリングシステムの満⾜度 
⽬標値：令和 7 年度 4.0 ポイント → 令和７年度 測定中 

令和６年度 3.0 ポイント 
令和 5 年度 2.5 ポイント 

事業効果 
除雪オペレーターが現地に⾏かなくてもスマートフォンなどで積雪の状況
をリアルタイムに確認することが可能となり、深夜早朝の⾒回りの負担軽減
や天候の急激な変化にも迅速に対応できる環境が整備された。 



４－３ 
デマンド型乗合タクシー予約システム導入事業 

事業内容 
デマンド型乗合タクシーの予約受付や運⾏管理を⽀援する AI を活⽤した新
たな予約システムを構築する。 

事業費 R5 6,184,750 円（うち交付⾦ 3,092,375 円） 
事業期間 令和 5 年度〜令和 7 年度 

KPI 

・デマンド型乗合タクシーの利⽤者数 
⽬標値：令和 7 年度 5,000 ⼈     → 令和７年度 測定中 

令和６年度 4,952 ⼈ 
令和 5 年度 4,337 ⼈ 

・予約システムの利⽤者満⾜度 
⽬標値：令和 7 年度 4.0 ポイント → 令和７年度 測定中 

令和６年度 3.5 ポイント 
令和 5 年度 3.0 ポイント 

事業効果 
AI を活⽤した新たな予約システムの導⼊により、アプリ予約や運⾏ルートの
⾃動作成が可能となり、予約時間が前⽇午後５時から当⽇１時間前となり、
より快適で利⽤しやすい環境が整備された。 

 

４－４ 
公開型 GIS 導入事業 

事業内容 
町の管内図をデジタル化し更新するとともに、公開型 GIS（地理情報システ
ム）を構築し、町公式ホームページにオープンデータとして公開する。 

事業費 R5 21,120,000 円（うち交付⾦ 10,560,000 円） 
事業期間 令和 5 年度〜令和 7 年度 

KPI 

・公開型 GIS の年間アクセス件数 
⽬標値：令和 7 年度 150 件       → 令和７年度 測定中 

令和６年度 2,310 件 
令和 5 年度 151 件 

・公開型 GIS の利⽤者満⾜度 
⽬標値：令和 7 年度 4.0 ポイント → 令和７年度 測定中 

令和６年度 3.9 ポイント 
令和 5 年度 4.4 ポイント 

事業効果 
まちづくりの基盤となるベースマップが整備され、公共施設などの暮らしに
役⽴つ情報や、ハザードマップなどの防災情報をパソコンやスマートフォン
などでいつでも確認できる環境が整備された。 

 

 

 

 

 



４－５ 
キャッシュレス決済システム導入事業 

事業内容 
住⺠係および会計室窓⼝にセミセルフ型のキャッシュレス決済システムを
導⼊し、現⾦に加えクレジットカード・電⼦マネー・コード決済など、多様
な決済⼿段に対応できる環境を整備する。 

事業費 R6 12,904,100 円（うち交付⾦ 6,452,050 円） 
事業期間 令和６年度〜令和８年度 

KPI 

・キャッシュレス決裁の割合 
⽬標値：令和８年度 15％    →  令和７年度 測定中 

令和６年度  11％ 
・窓⼝滞在時間 

⽬標値：令和８年度 10 分／件  → 令和７年度 測定中 
令和６年度 20 分／件 

・サービス利⽤者の満⾜度 
⽬標値：令和８年度 ４ポイント → 令和７年度 測定中 

令和６年度 ３ポイント 

事業効果 
本システムの導⼊により、来庁者は⾃⾝に適した決済⼿段を選択できるよう
になり、⽀払い⼿続の迅速化を通じて窓⼝滞在時間が短縮され、より円滑で
快適な窓⼝対応が可能となる環境が整備された。 

 

４－６ 
雨量モニタリングシステム導入事業 

事業内容 
町内３箇所（⻑尾・沖の原・松橋地区）に⾬量計を設置し、正確な降⾬デー
タをピンポイントで収集できるシステムを導⼊することで、集中豪⾬時の避
難対応をより迅速かつ的確に⾏うための環境を整備する。 

事業費 R6 7,484,730 円（うち交付⾦ 3,742,365 円） 
事業期間 令和６年度〜令和８年度 

KPI 

・システムの年間アクセス数 
⽬標値：令和８年度 6,000 件 → 令和７年度 測定中 

令和６年度 986 件 
・システム利⽤者の満⾜度 

⽬標値：令和８年度 ４ポイント → 令和７年度 測定中 
令和６年度 ３ポイント 

・安⼼と感じる住⺠の割合 
⽬標値：令和８年度 ４ポイント → 令和７年度 測定中 

令和６年度 ３ポイント 

事業効果 
リアルタイムで正確な降⾬量データの収集が可能となり、的確な状況判断が
可能となったことで、避難指⽰や避難所開設の判断に活⽤できる環境が整備



された。 
４－７ 
道路台帳管理システム導入事業 

事業内容 
紙媒体で管理していた道路台帳をデジタル化し、新たに管理システムを導
⼊。さらに、公開型ＧＩＳと連携させることで、閲覧を希望する住⺠や事業
者の利便性向上を図る。 

事業費 R6 27,390,000 円（うち交付⾦ 13,695,000 円） 
事業期間 令和６年度〜令和８年度 

KPI 

・道路情報(公開型 GIS)の年間アクセス数 
⽬標値：令和８年度 1,200 件 → 令和７年度 測定中 

令和６年度 1,372 件 
・窓⼝滞在時間 

⽬標値：令和８年度 10 分／件 → 令和７年度 測定中 
令和６年度 20 分／件 

・道路情報照会来庁者の満⾜度 
⽬標値：令和８年度 ４ポイント → 令和７年度 測定中 

令和６年度 ３ポイント 
・道路情報(公開型 GIS)利⽤者の満⾜度 

⽬標値：令和８年度 ４ポイント → 令和７年度 測定中 
令和６年度 ３ポイント 

事業効果 
住⺠や事業者がスマートフォンやパソコン等を通じて、道路台帳をいつでも
どこでも閲覧・取得できるようになり、利便性の向上と来庁負担の軽減につ
ながる環境が整備された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

５－１ 


